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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、19 世紀初頭から中期にかけてイギリス文学界で活躍したマライア・エッジワス（1767－1849）、シャー
ロット・ブロンテ（1816－55）、エミリ・ブロンテ（1818－48）の３人の女性小説家を取り上げ、これらの作家が、
18 世紀後期から 19 世紀にかけて理性重視から感情面への関心が高まる時代へと大きな文学的・思想的転換を迎える
思潮のなかで、感受性・感傷・情熱の問題をみずからの文学作品においてどのように取り組んだのかを解明しようと
した研究である。論文は、序章、本論６章、および結論から構成されており、全体で英文 171 頁、和文 400 字詰め原
稿用紙に換算しておよそ 450 枚の論文である。 
































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、19 世紀前半のイギリス文学界において重要な位置を占めているマライア・エッジワス、シャーロット・
ブロンテ、エミリ・ブロンテの３人を取り上げ、おのおのの代表的な小説・作品が孕んでいる意味を、理性と感情の
相克という大きなテーマ的パースペクティヴのもとに捉えて分析したスケールの大きな研究である。この分析により、
各作品が、その感情的側面の表象において、それぞれ独自の表現のかたちをとり、また独自のテクスト構造を形成し
ているありようが明らかになり、感情の抑圧、感情表象の歪み、理性との葛藤の複雑性がより一層浮き彫りにされ、
このテーマのもつ重要性があらためて確認されることになったのは、本論の大きな功績である。またエッジワス『ベ
リンダ』のヴァージニア、『ジェイン・エア』のブラーンシュなどの脇人物や、シャーロットとエミリの小説や詩に
窺われる生き埋め、埋葬、死のモチーフなどへの注目・考察に鋭い文学的洞察が確認できるのも、本論の興味深い点
である。 
 ただし、本論文において問題がないわけではない。まず、感受性、感傷、情熱の間の相違面・共通面がやや不明確
であるため、論旨の理解を妨げる部分がある。これらの概念規定をより一層明確にすべきであろう。また、理性に対
する対抗姿勢を指摘し、感情・情熱面を強調するあまり、議論が図式的になり、論の枠組みを外からはめ込んだよう
な展開に陥る傾向があるのが惜しまれる。さらに、エッジワスのほかの小説、ブロンテの末の妹アンの小説、ジェイ
ン・オースティンらの他の作家の小説への言及があれば、本論が一層説得的になったであろうと思われる部分もない
わけではない。 
 しかし、それらの点は望蜀のごときものであって、本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文
を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
